
　

泉
水
地
区
の
湧
水
は
、
強

酸
性
で
多
量
の
鉄
分
を
含

み
、
通
称
金か
な
け気
と
言
っ
て
い

る
溶
解
性
鉄
は
護
岸
な
ど
に

付
着
し
、
河
川
断
面
を
閉
塞

さ
せ
流
下
能
力
を
阻
害
す
る

要
因
と
な
っ
て
い
ま
す
。

鞍
手
町
で
は
、
生
活
環

境
の
保
全
、
河
川
環
境
保
全

の
観
点
か
ら
残
存
鉱
害
と
し

て
の
赤
水
解
消
に
つ
い
て
こ

れ
ま
で
福
岡
県
、
九
州
経
済

産
業
局
な
ど
関
係
機
関
に
要

望
し
て
き
ま
し
た
。

平
成
19
年
、
Ｎ
Ｅ
Ｄ
Ｏ

（
独
立
行
政
法
人
新
エ
ネ
ル

ギ
ー
・
産
業
技
術
総
合
開
発

機
構
）
に
対
し
、
泉
水
地
区

の
赤
水
が
鉱
山
保
安
法
施
行

規
則
の
排
水
基
準
に
適
合
し

な
い
と
し
て
、
鉱
害
防
止
対

策
を
講
じ
る
よ
う
指
導
が
な

さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
を
受
け
、
Ｎ
Ｅ
Ｄ
Ｏ

は
同
年
よ
り
泉
水
地
区
の
疎

水
坑
、
南
田
川
の
水
質
な
ど

の
調
査
・
分
析
を
実
施
し
、

基
本
的
な
改
善
策
が
確
立
さ

れ
た
と
し
て
、
今
後
、
事
業

化
に
取
り
組
む
こ
と
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　　

事
業
化
に
あ
た
っ
て
は
、

施
設
整
備
に
１
ヘ
ク
タ
ー
ル

ほ
ど
の
敷
地
が
必
要
な
こ
と

か
ら
、
本
年
６
月
に
Ｎ
Ｅ
Ｄ

Ｏ
よ
り
協
力
依
頼
が
あ
り
、

協
議
を
行
な
っ
て
き
て
お
り

ま
す
。

こ
れ
か
ら
、
基
本
計
画

の
策
定
、
事
業
実
施
と
な
っ

て
い
き
ま
す
が
、
現
時
点
で

は
、
周
辺
の
地
形
な
ど
を
調

査
・
検
討
し
、
具
体
化
し
て

い
く
こ
と
と
な
っ
て
い
ま

す
。以

上
が
、
泉
水
地
区
の

赤
水
対
策
に
つ
い
て
の
現
状

で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

今
後
、
町
と
し
ま
し
て

は
、
Ｎ
Ｅ
Ｄ
Ｏ
と
協
議
を
進

め
な
が
ら
、事
業
の
方
向
性
、

整
備
概
要
が
固
ま
り
ま
し
た

ら
、
改
め
て
報
告
し
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

（
全
員
賛
成
で
可
決
）

（
要
旨
）

　

福
島
第
１
原
子
力
発
電
所

の
事
故
は
、
人
類
が
完
全
に

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
で
き
な
い
も

の
だ
と
い
う
こ
と
を
改
め
て

世
界
中
に
示
し
た
。

現
在
の
軽
水
炉
は
、
冷
却

水
が
な
く
な
れ
ば
、
炉
心
が

溶
け
て
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
不
能

と
な
り
、
大
惨
事
を
引
き
起

こ
す
と
い
う
本
質
的
な
欠
陥

を
持
っ
て
い
る
。

こ
う
し
た
危
険
性
を
持
っ

て
い
る
原
子
力
発
電
所
が
世

界
有
数
の
地
震
と
津
波
の
多

発
国
で
あ
る
日
本
に
集
中
立

地
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
、
大

き
な
問
題
で
あ
る
。

日
本
に
お
け
る
原
子
力
発

電
所
の
科
学
的
根
拠
の
な
い

こ
れ
ま
で
の
重
大
事
故
は
起

こ
ら
な
い
と
い
う
「
安
全
神

話
」
が
崩
壊
し
た
今
、
原
子

力
発
電
所
の
危
険
性
を
は
っ

き
り
と
認
識
し
、
新
た
な
エ

ネ
ル
ギ
ー
政
策
を
構
築
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

よ
っ
て
、
国
に
対
し
次
の

こ
と
を
要
請
す
る
。

１
．
国
及
び
国
民
を
放
射
能

汚
染
か
ら
予
防
す
る
上
か

ら
も
、
一
刻
も
早
く
原
子

力
発
電
か
ら
の
撤
退
を
決

断
し
、
期
限
を
決
め
て
原

子
力
発
電
所
を
ゼ
ロ
に
す

る
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
つ
く
る

こ
と
。

２
．
当
面
、
原
子
力
発
電
所

の
新
・
増
設
計
画
を
中
止

し
、
浜
岡
原
子
力
発
電
所

及
び
福
島
第
１
、
第
２
原

子
力
発
電
所
は
廃
炉
に
す

る
と
と
も
に
、
老
朽
化
し

た
原
子
力
発
電
所
の
運
転

を
中
止
す
る
こ
と
。

３
．
放
射
性
廃
棄
物
の
再
処

　

理
施
設
を
閉
鎖
し
、
プ
ル

　

サ
ー
マ
ル
発
電
か
ら
撤
退

　

す
る
こ
と
。

４
．
原
子
力
発
電
所
は
運
転

停
止
後
も
廃
炉
ま
で
に
20

年
程
度
か
か
る
と
い
わ
れ

る
た
め
、
原
子
力
発
電
所

が
ゼ
ロ
に
な
る
ま
で
の
期

間
に
、
事
故
の
危
険
を
最

小
限
に
す
る
た
め
の
あ
ら

ゆ
る
安
全
対
策
を
と
る
と

と
も
に
、
原
子
力
発
電
所

を
推
進
す
る
機
関
か
ら

完
全
に
分
離
し
、
原
子
力

を
規
制
す
る
独
立
し
た
機

関
を
緊
急
に
確
立
す
る
こ

と
。

５
．
再
生
可
能
な
自
然
エ
ネ

ル
ギ
ー
の
開
発
と
普
及
・

促
進
な
ど
、
低
エ
ネ
ル
ギ

ー
社
会
へ
の
移
行
の
た
め

に
最
大
限
の
知
恵
と
力
を

注
ぐ
こ
と
。

送
付
先

　

内
閣
総
理
大
臣

 

野
田
佳
彦

　

文
部
科
学
大
臣

 

中
川
正
春

　

経
済
産
業
大
臣

 

枝
野
幸
男

 

環
境
大
臣

 

細
野
豪
志

 

資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
庁
長
官

 

髙
原
一
郎

提
出
者 

須
山
由
紀
生

 　

行
政
報
告

 　
　
　
〜
泉
水
地
区
赤
水
対
策
に
つ
い
て
〜
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護岸に付着している金気（南田川）

泉水団地改良住宅横から湧き出す赤水

意 

見 

書

原
子
力
発
電
か
ら
の
撤

退
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策

の
転
換
を
求
め
る
意
見

書



　
　
　
（
全
員
賛
成
で
採
択
）

（
要
旨
）

子
ど
も
た
ち
に
豊
か
な
教

育
を
保
障
す
る
こ
と
は
、
社

会
の
基
盤
づ
く
り
に
と
っ
て

き
わ
め
て
重
要
な
こ
と
で

す
。国

に
お
い
て
は
小
学
校
１

年
生
の
35
人
以
下
学
級
を
実

現
す
る
た
め
に
必
要
な
「
義

務
標
準
法
」
の
改
正
法
も
国

会
で
成
立
し
ま
し
た
。

し
か
し
、
義
務
教
育
国
庫

負
担
金
の
負
担
割
合
が
２
分

の
１
か
ら
３
分
の
１
に
縮
小

さ
れ
た
こ
と
や
地
方
交
付
税

削
減
の
影
響
、
厳
し
い
地
方

財
政
の
状
況
な
ど
か
ら
、
自

治
体
独
自
に
少
人
数
教
育
を

推
進
す
る
こ
と
に
は
限
界
が

あ
り
ま
す
。
早
急
に
小
学
校

２
年
生
か
ら
中
学
校
３
年
生

ま
で
の
学
級
編
制
標
準
を
改

定
し
、
そ
れ
に
基
づ
き
法
制

上
を
含
め
た
措
置
を
講
ず
る

こ
と
を
要
請
し
ま
す
。

子
ど
も
た
ち
が
全
国
ど
こ

に
住
ん
で
い
て
も
、
機
会
均

等
に
一
定
水
準
の
教
育
を
受

け
ら
れ
る
こ
と
が
憲
法
上
の

要
請
で
す
。
し
か
し
、
現
状

で
は
学
校
施
設
な
ど
を
含
め

教
育
条
件
の
地
域
格
差
も
拡

が
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。
一
方
、

就
学
援
助
受
給
者
の
増
大
に

現
れ
て
い
る
よ
う
に
低
所
得

者
層
の
拡
大
・
固
定
化
が
す

す
ん
で
い
ま
す
。

自
治
体
の
財
政
力
や
保

護
者
の
家
計
の
違
い
に
よ
っ

て
、
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
と

し
て
子
ど
も
た
ち
が
受
け
る

「
教
育
水
準
」
に
格
差
が
あ

っ
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

日
本
の
教
育
予
算
は
、
Ｇ

Ｄ
Ｐ
比
に
占
め
る
教
育
費
の

割
合
や
教
職
員
数
な
ど
に
見

ら
れ
る
よ
う
に
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
諸

国
に
比
べ
て
脆
弱
と
言
わ
ざ

る
を
得
ま
せ
ん
。

将
来
を
担
い
、
社
会
の
基

盤
づ
く
り
に
つ
な
が
る
子
ど

も
た
ち
へ
の
教
育
は
極
め
て

重
要
で
す
。
未
来
へ
の
先
行

投
資
と
し
て
、
子
ど
も
や
若

者
の
学
び
を
切
れ
目
な
く
支

援
し
、
人
材
育
成
・
創
出
か

ら
雇
用
・
就
業
の
拡
大
に
つ

な
げ
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

そ
の
た
め
、
小
学
校
２
年

生
の
35
人
以
下
学
級
を
早
期

に
実
現
す
る
こ
と
、
義
務
教

育
費
国
庫
負
担
制
度
の
２
分

の
１
の
復
元
と
耐
震
対
策
等

学
校
施
設
費
、
就
学
援
助
、

奨
学
金
、
教
職
員
給
与
財
源

な
ど
教
育
予
算
を
国
全
体
と

し
て
確
保
・
充
実
が
図
ら
れ
ま

す
よ
う
に
政
府
に
意
見
書
を

提
出
す
る
よ
う
請
願
し
ま
す
。

送
付
先

　

文
部
科
学
大
臣中

川
正
春

　

総 

務 

大 

臣
川
端
達
夫

　

財 

務 

大 

臣
安
住 

 

淳

請
願
者

　

福
岡
県
教
職
員
組
合

　

直
鞍
支
部
長

中 

西 

正 

信

紹
介
議
員 

星　

  

正 

彦
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継
続
審
査

　

平
成
22
年
度
決
算
認
定

（
理
由
）

　

各
会
計
の
決
算
の
審
査

を
今
会
期
中
に
終
え
る
事

が
出
来
ま
せ
ん
で
し
た
の

で
継
続
審
査
と
し
ま
し
た
。

【
総
務
文
教
委
員
会
】

○
流
域
関
連
公
共
下
水
道

　

事
業
特
別
会
計

○
水
道
事
業
会
計

【
民
生
産
業
委
員
会
】

○
国
民
健
康
保
険
事
業
特

　

別
会
計

○
老
人
保
健
特
別
会
計

○
か
ん
が
い
施
設
維
持
管

　

理
運
営
費
特
別
会
計

○
後
期
高
齢
者
医
療
特
別

　

会
計

○
住
宅
新
築
資
金
等
特
別

　

会
計

○
谷
山
池
パ
イ
プ
ラ
イ
ン

　

水
利
施
設
維
持
管
理
運

　

営
費
特
別
会
計

○
病
院
事
業
会
計

○
介
護
老
人
保
健
施
設
事

　

業
会
計

【
決
算
特
別
委
員
会
】

○
一
般
会
計

請　
　

願

「
少
人
数
学
級
推
進
」、

「
義
務
教
育
費
国
庫
負

担
制
度
拡
充
」
に
係
る

意
見
書
提
出
を
求
め
る

請
願

新
し
い
人
事

教
育
委
員
の
任
命

　

教
育
委
員　

石
橋　

修
一
氏
の
任
期
が
本
年
12
月
14
日

で
満
了
す
る
た
め
、
同
氏
を
再
度
任
命
す
る
こ
と
に
つ
い

て
、
全
員
賛
成
で
同
意
し
ま
し
た
。石橋　修一　氏（49 歳）

現住所　永谷１３番地３

任　期　平成２３年１２月１５日から

　　　　平成２７年１２月１４日まで

　　　　２期目

人
権
擁
護
委
員
の
推
薦

　

人
権
擁
護
委
員　

須
藤　

哲
昭
氏
の
任
期
が
本
年
12
月

31
日
で
満
了
す
る
た
め
、
次
の
方
を
後
任
候
補
者
と
し
て

推
薦
す
る
こ
と
に
同
意
し
ま
し
た
。阿部　哲　氏（60 歳）

現住所　木月１１７１番地

任　期　平成２４年１月１日から

　　　　平成２６年１２月３１日まで

　　　　１期目
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